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表紙スケッチについて 

　呑川に架かる宝来橋のたもと、西糀谷側の川沿いの景色です。 

　桜の木の左側には保育園があります。 

　今年（平成23年）は東京でも寒い日が続きますが、昨年の4月も、真冬のよう

な日があり、お花見気分が盛り上がりませんでした。 

　桜が散り始め、風が吹くとハラハラと花弁が舞い落ち、狭い道の両隅に、散

った花びらが、吹き溜まっていました。 

　この道の先に京急蒲田駅があります。 
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行
事
関
係
 

● 散歩道／税理士法人大橋会計事務所･松目多弘 

● 確定申告を終えて 

● 法人会コーナー 

 ◆青年部会・女性部会合同新春研修会並びに賀詞交歓会 

 ◆租税教室・青年部会 

 ◆ブロックバス研修会 

● 税務ニュース 

 

● 税制改正大綱 

● 新入会員紹介 

● 経営時評／疋田文明 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／都税だより 

4月7日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
 
4月8日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
 
4月13日（水）13：30～ 
● 簿記講習会① 法人会館4F 
 
4月14日（木）13：30～ 
● 決算法人説明会 消費者生活センター 
 
4月15日（金）14：00～ 
● 印紙税説明会 法人会館4F 
 
4月19日（火）13：30～ 
● 簿記講習会② 法人会館4F 
 
4月22日（金）13：30～ 
● 簿記講習会③ 法人会館4F 
 
4月25日（月）14：00～ 
● 電子申告納税講習会 法人会館4F 
 
4月27日（水）13：30～ 
● 簿記講習会④ 法人会館4F

4月6日（水）15：30～ 
■ 事業研修委員会 法人会館6F 
 
4月8日（金）16：00～ 
■ 女性部会役員会 法人会館6F 
 
4月15日（金）13：10～ 
■ 財務委員会 法人会館6F 
 
4月19日（火）13：10～ 
■ 総務委員会 法人会館6F 
 
4月20日（水）16：30～ 
■ 青年部会役員会 法人会館6F 
 
4月22日（金）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館6F 
 
4月26日（火）13：30～ 
■ 常任理事会 プラザ・アペア 
 
4月26日（火）14：30～ 
■ 理事会 プラザ・アペア 

行
事
関
係
 

会
議
関
係
 



1 ●法人かまた 

税
理
士
資
格
取
得
 

　
蒲
田
五
丁
目
に
あ
る
ビ
ル
の
三
階
全
フ

ロ
ア
ー
が
税
理
士
法
人
大
橋
会
計
事
務
所
。

松
目
さ
ん
は
大
学
三
年
の
時
ア
ル
バ
イ
ト

で
大
橋
会
計
事
務
所
に
勤
務
。
「
私
は
商

業
高
校
出
身
で
簿
記
・
算
盤
が
出
来
た
の

で
、
こ
れ
と
い
っ
た
苦
労
は
な
く
誘
わ
れ

て
入
社
し
ま
し
た
」
。
　
松
目
さ
ん
は
昭

和
十
八
年
一
月
一
日
の
お
生
ま
れ
。
今
年

六
十
八
歳
。
年
齢
よ
り
ず
っ
と
若
く
見
え

る
。
「
昭
和
四
十
八
年
に
税
理
士
資
格
取

得
、
翌
年
登
録
し
ま
し
た
。
何
し
ろ
仕
事

の
合
間
な
の
で
、
年
一
科
目
取
得
が
目
標

で
し
た
」
。
 

 

税
理
士
事
務
所
開
設
 

　
平
成
二
十
一
年
大
橋
税
理
士
と
共
同
で

「
税
理
士
法
人
大
橋
会
計
事
務
所
」
を
設

立
。
税
理
事
務
所
は
税
理
士
法
に
基
づ
き
、

税
務
に
関
す
る
申
告
・
申
請
・
請
求
な
ど

の
代
行
・
相
談
・
書
類
作
成
を
行
う
と
こ

ろ
。
 

　
税
理
士
と
い
え
ば
、
官
僚
的
で
、
役
所

の
出
先
機
関
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
が
、

松
目
さ
ん
は
大
柄
な
体
躯
で
物
腰
が
柔
ら

か
く
謹
厳
実
直
。
「
ど
ん
な
企
業
で
も
申

告
納
税
と
い
う
社
会
的
必
然
性
を
逃
れ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
要
は
、
自
社
で
申

告
す
る
か
、
税
理
士
事
務
所
に
代
行
し
て

貰
う
か
で
す
」
。
 

 

顧
問
先
の
高
齢
化
 

　
税
理
士
事
務
所
の
仕
事
も
以
前
は
町
工

場
の
職
人
さ
ん
が
独
立
す
る
な
ど
し
て
、

年
七
〜
八
社
顧
問
客
先
が
増
え
た
も
の
で

す
が
、
最
近
は
景
気
の
沈
滞
か
ら
、
独
立

す
る
に
も
機
械
等
設
備
投
資
に
莫
大
な
資

金
が
必
要
で
、
独
立
出
来

な
い
時
代
に
な
り
、
現
在

で
は
現
状
維
持
が
精
一
杯

で
す
」
。
 

　
松
目
さ
ん
は
1
か
ら
0

ま
で
し
か
な
い
数
字
の
世

界
に
没
入
し
て
き
た
。
こ

の
中
に
無
限
の
物
語
が
あ

り
、
そ
れ
が
面
白
く
、
苦
労
ら
し
い
苦
労

を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
謙
遜
す
る
。
今
日

ま
で
の
道
程
を
思
え
ば
人
一
倍
顧
客
の
た

め
に
気
を
配
り
、
そ
し
て
事
務
所
の
繁
栄

に
黙
々
と
努
力
し
て
き
た
か
窺
い
知
れ
る
。

今
で
は
、
こ
の
仕
事
は
面
白
い
し
、
好
き

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
 

 

信
頼
関
係
 

「
し
か
し
、
私
共
税
理
士
業
界
も
厳
し
い

環
境
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
独
立
開
業
す
る
顧
問
先
が
少
な
い

こ
と
。
も
う
一
つ
は
顧
問
先
の
高
齢
化
等

に
よ
る
廃
業
な
ど
で
す
」
。
 

 
謙
虚
で
穏
や
か
、
温
厚
で
、
大
陸
的
、

親
し
み
や
す
い
笑
顔
の
中
に
、
時
折
キ
リ

ッ
と
し
た
厳
し
さ
を
覗
か
せ
る
。
　
 

「
究
極
的
に
は
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を

増
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
。
 

 
松
目
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
「
表
裏
な
く
、

正
直
一
筋
」
。
何
よ
り
も
曲
が
っ
た
こ
と

が
嫌
い
で
あ
る
。
数
字
の
世
界
で
は
1
＋

1
は
3
に
な
ら
な
い
。
何
事
に
お
い
て
も

正
し
く
、
誠
意
を
持
っ
て
接
し
、
目
先
の

私
欲
を
捨
て
て
大
道
に
つ
く
こ
と
が
税
理

士
と
し
て
の
道
と
、
自
ら
実
行
し
て
き
た
。
 

　
趣
味
を
伺
う
と
、
「
釣
り
と
ゴ
ル
フ
で

す
。
釣
り
は
海
釣
り
で
、
税
理
士
会
に
釣

友
会
が
あ
り
年
四
回
、
東
京
湾
、
相
模
湾

等
で
、
鯵
・
鯖
を
中
心
に
楽
し
み
ま
す
。

ゴ
ル
フ
も
税
理
士
会
で
年
六
回
開
催
し
ま

す
。
腕
前
は
一
〇
〇
前
後
で
す
。
飲
む
方

は
ビ
ー
ル
一
本
か
、
酒
二
合
程
度
で
す
」
。
 

 

一
日
一
万
歩
目
標
　
 

　
松
目
さ
ん
は
体
重
調
整
に
一
日
一
万
歩

を
目
標
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

「
自
宅
は
相
鉄
線
の
三
ツ
境
で
す
。
駅
か

ら
バ
ス
を
使
わ
ず
に
一
日
合
計
八
千
歩
位

で
す
。
不
足
分
は
休
日
を
利
用
し
て
補
い

ま
す
。
血
圧
が
少
々
高
め
な
の
で
血
圧
降

下
剤
を
服
用
し
て
お
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ

な
い
こ
と
に
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
お
り

ま
す
」
。
 

　
尊
敬
す
る
人
物
に
福
沢
諭
吉
を
挙
げ
る
。

最
近
読
ま
れ
た
本
、
感
動
し
た
本
を
伺
う

と
、
浅
田
次
郎
の
「
蒼
穹
の
昴
」
を
挙
げ

ら
れ
た
。
「
清
代
の
中
国
を
舞
台
と
し
た

歴
史
小
説
で
、
日
本
で
言
え
ば
明
治
二
十

年
代
で
、
敵
味
方
に
分
か
れ
た
二
人
の
兄

弟
が
清
朝
の
中
で
懸
命
に
生
き
抜
い
て
い

く
様
子
を
描
い
た
長
編
小
説
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
感
動
し

ま
し
た
」
。
 

　
税
理
士
と
し
て
四
十
年
の
実
務
経
験
を

持
つ
松
目
さ
ん
は
現
在
、
蒲
田
法
人
会
税

理
士
支
部
長
と
し
て
会
の
発
展
に
情
熱
を

傾
け
て
お
ら
れ
る
。
 

　
奥
様
と
二
人
の
お
子
様
（
男
児
）
の
四

人
家
族
。
 

 

税
理
士
 

松
目
多
弘
氏
 

税
理
士
法
人
大
橋
会
計
事
務
所
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～ 振替納税をご利用されている皆様へ ～ 

平成22年分の所得税・個人事業者の消費税及び地方消費税の振替納付日は以下のとおりです。 

①振替納付日の前日までに、あらかじめご指定口座の預貯金残高をご確認ください。 
②振替納付日に引き落としが出来ませんと、法定納期限の翌日（平成22年分の所得税は平成23年3月16日（水）、
平成22年分の消費税及び地方消費税は平成23年4月1日（金））から延滞税がかかる場合がありますので、
ご注意ください。 

平成23年4月22日（金） 

平成22年分の所得税 

平成23年4月27日（水） 

平成22年分の消費税及び地方消費税 

　
春
暖
の
侯
、
社
団
法
人
蒲
田
法
人

会
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
渡
邉
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
に

対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
平
成
二
十
二
年
分
の
所
得

税
・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
大
き
な
混
乱

も
な
く
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
納
税
者
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
社
団
法
人
蒲
田
法
人

会
の
皆
様
方
を
は
じ
め
と
し
ま
す
蒲

田
税
務
六
団
体
の
皆
様
方
に
よ
り
ま

す
確
定
申
告
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
会

報
等
に
よ
り
ま
す
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
利
用
し
た
自
書
申
告
の
一
層

の
推
進
、
申
告
書
の
早
期
提
出
、
期

限
内
納
付
、
e
‐
T
a
x
に
よ
り
ま

す
申
告
・
納
税
の
利
用
促
進
な
ど
の

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
私
ど
も
は
、
申
告
納
税
制
度
を
支

え
る
た
め
に
、
「
適
正
・
公
平
な
税

務
行
政
の
推
進
」
に
努
め
る
と
と
も

に
、
「
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

に
向
け
ま
し
て
、
納
税
者
の
皆
様
方

の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ

う
最
善
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続

き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
団
法

人
蒲
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
事
業

の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

平成22年分 平成22年分 

蒲田税務署長 

清 宮  義 男  

〈ご注意〉 



3 ●法人かまた 蒲田法人会会員 社団 
法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

将
来
の
日
本
が
健
全
に
な
り
ま
す
よ
う 

　
二
月
九
日
（
水
）
プ
ラ
ザ
・
ア
ペ
ア
に

お
い
て
青
年
部
会
女
性
部
会
合
同
新
春
研

修
会
並
び
に
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
第
一
部
は
、
女
性
部
会
村
岡
部
会
長
よ

り
挨
拶
。
続
い
て
渡
　
会
長
か
ら
「
今
年

は
卯
年
、
景
気
が
回
復
す
る
よ
う
皆
で
う

さ
ぎ
に
習
っ
て
飛
躍
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

蒲
田
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
公
益
法
人
の

取
得
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

青
年
部
会
の
租
税
教
室
、
女
性
部
会
の
文

化
・
教
養
を
高
め
る
講
座
な
ど
、
両
部
会

の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
地
域
へ
の
社
会

貢
献
活
動
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
ま
す
。

本
部
も
、
会
員
並
び
に
社
会
の
た
め
の
法

人
会
活
動
を
目
指
し
て
運
営
し
て
参
り
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
春
研
修
会
は
、
元
T
B
S
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
放
送
の
名
実
況

で
高
名
な
石
川
顕
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
 

　
講
演
冒
頭
に
青
年
部
会
の
三
十
六
歳
の

藤
田
幹
事
と
七
十
歳
の
石
川
氏
が
腕
立
て

伏
せ
を
競
い
、
壮
年
（
？
）
石
川
氏
が
見

事
に
勝
利
す
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

豊
富
な
交
友
録
の
中
か
ら
身
に
つ
け
ら
れ

た
健
康
法
、
笑
う
と
い
う
こ
と
で
い
い
こ

と
が
あ
る
、
笑
顔
が
大
切
、
笑
顔
で
い
る

の
に
は
健
康
で
あ
る
事
な
ど
な
ど
。
そ
し

て
、
人
生
で
一
番
大
切
な
の
は
「
心
」
で

あ
る
と
結
ば
れ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交

え
た
、
楽
し
い
元
気
の
出
る
講
演
で
し
た
。
 

　
第
二
部
は
、
青
年
部
会
小
田
川
部
会
長

の
挨
拶
、
深
尾
副
会
長
の
乾
杯
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
。
青
年
部
会
の
企
画
に
よ
る
風
船

ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
老
若
男
女
が
心
地
よ

い
汗
を
か
き
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
〈
女
性
部
会
監
査
　
千
阪
愛
　
記
〉
 

　
青
年
部
会
で
は
こ
れ
ま
で
租
税
教
室
に

同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
署
や
税
理
士
会

の
お
手
伝
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
よ
り
多
く
の
小
学
校
で
開
催
で
き
る

よ
う
部
会
単
独
で
の
授
業
が
今
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
 

　
二
月
十
五
日
、
志
茂
田
小
学
校
で
は
六

年
生
一
、
二
組
の
三
、
四
時
間
目
に
行
い

ま
し
た
。
 

　
授
業
は
自
己
紹
介
後
「
マ
リ
ン
と
ヤ

マ
ト
の
不
思
議
な
日
曜
日
」
と
い
う
税

金
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？
と
い

う
ア
ニ
メ
視
聴
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
税
金
の
種
類
や
納
め
た
消

費
税
の
流
れ
、
使
い
道
を
決
め
る
の
は

誰
か
等
を
説
明
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
使
い
道
を
考
え
る
上
で
大
切

な
こ
と
は
「
思
い
や
り
」
。
税
金
は
国

民
生
活
を
支
え
る
会
費
で
あ
る
こ
と
、

税
金
を
納
め
る
義
務
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
権
利
の
話
な
ど
を
し
た
後
、
 

学
校
や
消
防
署
等
の
写
真
を
見
せ
、
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
答
え
る

○
×
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
は
し
ご
車
を
例
に
一
人
で
買
う
と
い
く

ら
？
百
人
で
は
？
国
民
全
員
で
は
？
と
問

い
か
け
、
協
力
し
支
え
合
う
こ
と
を
考
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

　
優
秀
回
答
者
に
は
「
一
億
円
を
持
て
る
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
も
あ
り
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
 

　
ま
と
め
と
し
て
国
税
庁
H
P
を
紹
介
、

税
の
ミ
ニ
マ
ン
ガ
本
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
を

配
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
 

　
二
十
二
日
に
は
、
お
な
づ
か
小
学
校
に

お
い
て
合
同
授
業
形
式
で
三
時
間
目
に
一
、

二
組
一
緒
に
十
五
日
と
同
じ
内
容
を
行
い
、

四
時
間
目
は
「
お
な
づ
か
共
和
国
に
国
会

議
事
堂
を
造
ろ
う
！
」
と
い
う
問
題
を

班
ご
と
に
議
論
発
表
す
る
と
い
う
授
業

で
す
。
 

　
問
題
は
三
問
で
「
議
事
堂
を
造
る
の
に

収
入
が
同
じ
場
合
の
税
額
は
？
」
「
収
入

に
差
が
あ
る
場
合
は
？
」
そ
し
て
「
生
活

に
必
要
最
低
限
の
収
入
し
か
な
い
班
が
あ

る
場
合
は
？
」
。
 

　
積
極
的
な
議
論
が
あ
り
一
、
二
問
は
す

ぐ
に
正
解
が
導
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
三
問
目
は
正
解
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ
考

え
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
発

表
し
た
子
の
考
え
や
計
算
に
私
ど
も
は
感

心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
青
年
部
会
で
は
、
子
供
た
ち
に
租
税
教

室
を
通
じ
て
税
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

将
来
の
日
本
を
よ
り
健
全
な
国
に
し
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
そ
し
て
よ
り
多
く
の
学
校
で
開
催
で
き
、

よ
り
良
い
授
業
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
署
や
税
理
士
会
の
方
々
へ
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
 

〈
青
年
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
 
記
〉
 

租
税
教
室   

青
年
部
会 

元TBSアナウンサー 
石川　顕 氏 

青
年
部
会 

女
性
部
会 
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西
蒲
田
5
支
部
合

同
の
バ
ス
研
修
会
を

二
月
二
十
日
（
日
）

開
催
し
ま
し
た
。
 

　
蒲
田
西
口
（
日
本

工
学
院
校
庭
）
を
午

前
八
時
半
に
出
発
。

途
中
二
回
の
休
憩
を

取
り
な
が
ら
、
観
音

崎
京
急
ホ
テ
ル
へ
向

か
い
ま
し
た
。
 

　
午
前
十
一
時
半
に

レ
ス
ト
ラ
ン
浜
木
綿

に
到
着
。
バ
イ
キ
ン

グ
の
昼
食
は
、
浦
賀

水
道
を
行
き
交
う
船

や
、
房
総
半
島
を
眺
め
な
が
ら
の
極
上
の
食
事
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
昼
食
後
は
、
横
須
賀
軍
港
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
ア

メ
リ
カ
海
軍
や
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
が
間
近
に
見
ら
れ

る
日
本
唯
一
の
港
で
す
。
日
米
艦
船
が
普
段
よ
り
多
く

入
港
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
見
応
え
の
あ
る
光
景
、

な
か
で
も
圧
巻
は
イ
ー
ジ
ス
艦
「
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト

ン
」
の
他
を
圧
倒
す
る
大
き
さ
で
し
た
。
 

　
夕
方
四
時
頃
か
ら
は
二
時
間
ほ
ど
今
話
題
の
羽
田
空

港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
見
学
を
行
い
、
曇
り
空
の
寒

い
一
日
、
夕
方
よ
り
雨
の
予
報
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
雨
に
あ
わ
ず
に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

〈
西
蒲
田
1
支
部
　
副
支
部
長
　
柳
通
勝
麿
　
記
〉
 

【日時】2月20日（日）　【参加者】27名 

【日　時】2月22日（火） 

【会　場】ビストロ備前（神田駿河台） 

【参加者】25名 

オ
ー
シ
ャ
ン
バ
イ
キ
ン
グ
と
 

　
　
Y
O
K
O
S
U
K
A
軍
港
め
ぐ
り
 

　
ち
ょ
っ
と
寒
い
曇
天
の
中
、

一
路
千
葉
勝
浦
へ
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
支

部
毎
に
行
っ
て
い
た
バ
ス
研

修
会
で
す
が
、
今
回
は
3
支

部
合
同
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
バ
ス
研
修

会
で
し
た
が
、
出
発
し
て
し

ば
ら
く
す
る
と
、
も
う
皆
さ

ん
和
気
合
々
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
勝
浦
に
到
着

し
ま
し
た
。
 

　
勝
浦
と
言
え
ば
「
朝
市
」
！

で
も
、
着
い
て
み
る
と
何
か

ち
ょ
っ
と
感
じ
が
違
う
…
。

な
ん
で
も
、
昨
日
か
ら
「
か
つ
う
ら
ビ
ッ
ク
ひ
な
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
と
の
事
。
話
に
は
聞
い
て
い
た
「
遠
見
岬
（
と
み
さ
き
）

神
社
」
の
石
段
に
飾
ら
れ
た
六
十
段
、
な
ん
と
一
千
二
百
体
も
の
お

雛
様
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
各
露
店
の
店
先
に
も
お
雛
様
が
飾

ら
れ
て
い
て
、
い
つ
も
と
違
う
「
朝
市
」
の
雰
囲
気
で
、
雅
の
世
界

を
堪
能
し
ま
し
た
。
 

　
昼
食
は
「
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
飲
ん
で
、

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
露
天
風
呂
に
も
浸
か
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
親
睦

を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
は
、
千
倉
で
の
花
摘
み
。
各
自
、

思
い
思
い
の
花
を
摘
ん
で
、
一
足
早
い
春
を
味
わ
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
バ
ス
研
修
会
の
意
義
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
初
め
て
ブ
ロ

ッ
ク
で
開
催
で
き
た
事
で
す
。
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
事
が
少
な

い
会
員
同
士
が
、
一
同
に
会
し
て
親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
た
事
は
、

今
後
の
活
動
の
た
め
に
も
、
と
て
も
意
味
の
あ
る
バ
ス
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
〈
矢
口
3
支
部
長
　
福
本
甲
市
　
記
〉
 

【日時】2月20日（日）　【参加者】32名 

早
春
の
房
総
路
勝
浦
の
朝
市
＆
千
倉
の
花
摘
み
 

【日　時】2月1日（火） 

【会　場】満留賀 

【参加者】20名 
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御園7丁目 

西蒲田8丁目 

西口商店街 

東六郷1丁目 

東六郷1丁目 

東六郷2丁目 

東六郷3丁目 

東六郷3丁目 

東六郷3丁目 

西六郷高畑 

西六郷高畑 

南六郷1丁目 

南六郷1丁目 

仲六郷4丁目 

仲六郷4丁目 

仲六郷4丁目 

東糀谷2 

東糀谷3 

東糀谷4 

西糀谷1 

西糀谷4 

北糀谷 

下丸子2 

下丸子2 

矢口1 

矢口1 

矢口1 

矢口2 

矢口2 

矢口3 

矢口3 

矢口3 

矢口4－1 

矢口4－2 

萩中1・2丁目 

本羽田1丁目 

本羽田2丁目 

本羽田2丁目 

羽田1 

羽田2 

羽田2 

税理士 

税理士 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

管外 

ミツヤ商事㈱ 

㈱駅ビルつるや 

（医）社団波松会 

㈲宮武土建 

㈱セグチ 

㈱グローバルネットワーク大田営業所 

阿部自動車工業㈱ 

㈲ユニオンズマシン 

ナオキ精工 

㈱ケー・スタッフサービス 

㈲成貴製作所 

（資）岸製作所 

㈱ジェイ・シーダ 

㈱アイ・アイ・シー 

亀万自動車㈱ 

㈱キサク 

（資）だいき 

㈲泉榮 

㈱結工芸 

㈲木村銘木店 

㈱丸十 

魚栄 

㈲坂内商店 

㈲シナリースウィート 

㈱レジオンエステート 

㈲佐野建具 

共立信用組合武蔵新田支店 

㈱エース 

㈱エイクー断熱 

㈱トーカイ 

㈱鈴美商事 

㈲ル・アーム企画 

㈱東日本銀行矢口支店 

㈱研水社 

㈱竹本商店 

㈱カワズ住販 

㈱スター精工業社 

㈱久保工業 

（同）ミナミブラシ 

㈱シム・エレクトロニクス 

㈱シュガーレディ本社 

小岩会計事務所 

税理士法人無十 

深尾興産㈱ 

岩市（資） 

㈱エンプラ 

ホシノプランニング 

オイターヴァコール 

Balloon Messenger 

㈲アイビメンテナンス 

アーティ・クラフティ 

バルーナアーツバルーン 

Rouvle 

㈱国富ガスセンター 

明治安田生命保険（相）品川支社 

西蒲田7－43－9 

西蒲田8－21－11 

西蒲田7－61－1－2F 

萩中3－28－3 

東六郷1－12－3 

南六郷1－32－13 

東糀谷5－7－13 

南六郷1－25－17 

北糀谷1－15－16 

西六郷4－14－8 

西六郷3－19－12 

南六郷1－1－2 

南六郷1－25－2 

仲六郷4－32－5 

仲六郷4－33－10 

仲六郷4－18－6 

東糀谷2－14－12 

東糀谷4－4－10－101 

東糀谷6－6－10 

西糀谷1－21－18 

本羽田3－1－14 

北糀谷1－12－12 

下丸子2－13－4 

矢口1－29－4 

矢口2－5－15 

矢口1－7－9 

矢口1－16－16 

矢口2－17－11 

矢口2－17－9－301 

矢口3－33－10 

矢口3－8－12 

矢口3－3－3 

多摩川1－7－6 

多摩川1－12－15 

萩中2－3－5 

本羽田1－1－2 

本羽田2－12－1 

本羽田2－7－1－103 

羽田3－3－15 

羽田6－19－8 

羽田4－3－1 

本羽田1－19－11 

蒲田4－42－1 

港区麻布十番1－4－5 

中央1－10－20 

猿島郡堺町伏木2613－11 

泉区新橋町1296－6－3－208 

港北区小机町927－103 

宮前区平5－6－8 

品川区東品川1－8－29 

西多摩郡瑞穂町二本木837－8 

若葉区御成台2－15－7 

高津区北見方2－14－20－102 

東諸県郡国富町田尻1765－6 

千鳥3－13－11

不動産業 

呉服販売 

歯科 

建築業 

製本業 

医療・福祉 

自動車修理業 

製造業 

機械加工 

物流倉庫マネジメント業務 

製造業 

機械加工業 

人材派遣・職業紹介 

保険代理業 

自動車整備業 

不動産管理 

コンビニエンスストア 

内装業 

椅子の製造 

建材販売 

リフォーム 

魚屋 

コンビニエンスストア 

化粧品販売 

不動産業 

建具工事 

金融機関 

建具工事 

熱絶縁工事 

外車部品販売 

石油販売 

総合インテリア 

銀行 

建設 

非鉄金属業 

識別工事業 

製造業 

機械製造業 

WEB、デザイン制作 

放熱板の加工及び製造販売 

冷凍食品宅配業 

税理士 

税理士 

不動産管理 

不動産管理 

製造業 

施工業 

施工業 

自営業 

清掃業 

施工業 

施工業 

施工業 

高圧ガス販売 

保険業 

支 部 名 会 社 名 住  所 業  種 

※ 個人情報保護法に基づいて、代表者名の掲載を取りやめています。 

（支部順） 

平成22年5月～平成23年1月 
（その2） 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
社
員
が
成
長
す
れ
ば
会
社
も
成

長
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
経
営
者

は
、
人
材
育
成
の
重
要
性
を
口
に

す
る
。
し
か
し
、
い
ま
企
業
の
多

く
は
、
人
材
育
成
以
前
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
低
さ
だ
。
 

　
数
年
近
く
前
の
こ
と
に
な
る
が
、

雑
誌
「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
に
、
日
本

の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
の
十
六
カ
国
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
対
象
に
実
施
し
た
、
興
味
深
い

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
た
。
 

「
あ
な
た
は
非
常
に
意
欲
的
に
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
、
「
ハ

イ
」
と
答
え
た
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
は
二
％
に
過
ぎ
ず
、
十
六
カ
国
中

ダ
ン
ト
ツ
の
少
な
さ
だ
っ
た
。
 

　
日
本
人
は
シ
ャ
イ
だ
か
ら
、
自
分

か
ら
「
意
欲
的
」
と
答
え
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
そ
う
と
も
い
え
な
い
。
第
三
者

の
機
関
が
匿
名
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
だ
け
に
、
気
を
使
う
必
要
も
な

い
の
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
の
低
さ
は
気
に
か
か
る
。
 

  　
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
意
欲
が

削
が
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
経

営
者
も
い
る
。
事
業
再
生
で
名
を
な

し
た
あ
る
経
営
者
に
、
筆
者
は
次
の

よ
う
な
質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
 

「
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
持
て

る
能
力
が
十
あ
る
と
す
れ
ば
、
会
社

の
た
め
に
ど
れ
ぐ
ら
い
発
揮
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
五
割
ぐ
ら
い

は
出
し
て
い
ま
す
か
ね
」
 

　
そ
の
経
営
者
の
答
え
は
、
「
疋
田

さ
ん
は
甘
い
。
二
割
か
ら
三
割
で
し

ょ
う
。
よ
く
て
四
割
で
す
よ
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
 

　
な
ぜ
、
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
意
欲
が
低
い
の
か
。
 

　
彼
は
、
会
社
の
制
度
、
本
人
に
問

題
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
圧
倒

的
に
多
い
の
は
、
「
や
る
気
を
阻
害

す
る
上
司
の
存
在
」
だ
と
指
摘
し
て

い
る
。
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
同
じ

よ
う
な
結
果
が
出
て
い
た
。
管
理
職

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
を
問
わ
れ
た

質
問
に
、
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

四
十
％
は
、
「
低
い
、
ま
た
は
と
て

も
低
い
」
と
答
え
て
い
る
の
だ
。
 

　
若
い
頃
に
は
、
意
欲
的
だ
っ
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
上
司
の
対
応
の
悪

さ
に
よ
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

下
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
は
な
に
も
日
本
だ
け
の
現

象
で
は
な
い
よ
う
だ
。
 

　
経
営
学
の
泰
斗
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー

で
、
参
加
者
に
、
「
無
用
の
長
物
と

思
え
る
部
下
は
い
ま
す
か
」
と
、
問

い
か
け
た
と
こ
ろ
、
大
半
が
手
を
上

げ
た
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
、
「
彼
ら
は

入
社
し
た
と
き
か
ら
無
用
の
長
物
だ

っ
た
の
で
す
か
」
と
、
続
け
る
と
誰

も
手
を
あ
げ
な
か
っ
た
と
い
う
。
 

　
こ
の
逸
話
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、

入
社
当
初
は
、
や
る
気
が
あ
っ
た
社

員
が
、
会
社
で
時
間
を
過
ご
す
う
ち

に
、
活
力
を
失
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
 

  　
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た

ベ
ッ
カ
ー
教
授
（
シ
カ
ゴ
大
学
）
は
、

「
や
る
気
を
阻
害
す
る
こ
と
は
大
い

な
る
ム
ダ
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

「
そ
の
大
い
な
る
ム
ダ
」
を
、
企
業

は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
抱
え
込
ん

で
い
る
の
が
、
現
実
の
姿
な
の
だ
。
 

　
こ
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
、
い
く

ら
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
も
、
成

果
は
上
が
ら
な
い
。
で
は
、
や
る
気

を
阻
害
す
る
要
因
に
何
が
あ
る
の
か
。
 

　
一
番
は
、
上
司
の
普
段
の
言
動
だ
。

何
気
な
い
一
言
、
態
度
が
、
部
下
の

や
る
気
を
削
い
で
い
く
の
だ
。
中
国

の
古
典
『
易
経
』
に
、
「
言
行
は
君

子
の
枢
機
な
り
」
（
言
葉
と
行
い
は

リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ

と
）
と
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り

な
の
だ
。
 

　
存
在
を
無
視
さ
れ
る
、
人
格
を
否

定
さ
れ
る
、
組
織
の
問
題
を
個
人
に

転
嫁
さ
れ
る
…
…
こ
う
い
う
こ
と
が

度
重
な
っ
て
く
る
こ
と
で
、
部
下
の

や
る
気
は
失
せ
て
い
く
と
、
考
え
て

間
違
い
な
い
。
 

　
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
ど
の
よ
う
な

『
言
行
』
が
、
部
下
の
や
る
気
を
引

き
出
す
の
か
。
優
良
経
営
者
と
し
て

評
価
の
高
い
ア
イ
ア
コ
ッ
カ
（
最
盛

期
の
フ
ォ
ー
ド
を
率
い
る
）
は
、
「
唯

一
の
方
法
は
話
し
か
け
る
こ
と
」
と

い
い
、
二
十
世
紀
最
高
の
経
営
者
と

も
い
わ
れ
る
「
ウ
ェ
ル
チ
」
（
元

G
E
社
長
）
は
、
「
小
さ
な
成
功
を

祝
福
す
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。
部
下

を
持
つ
方
は
、
こ
の
二
人
の
考
え
を

大
い
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
日
本
企
業
の
多
く
は
、人
材
育
成
以
前
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
 

言
行
は
君
子
の
枢
機
な
り
 

や
る
気
を
阻
害
す
る
上
司
の
存
在
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鎌
倉
の
武
家
政
権
は
、
軍
政
の
大

権
で
あ
る
警
察
権
や
徴
税
権
等
を
手

中
に
す
る
こ
と
で
、
実
効
支
配
権
の

範
囲
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
ま
す
。

で
は
、
そ
う
し
た
範
囲
の
拡
大
を
強

力
に
推
進
さ
せ
た
原
動
力
と
は
、
い

っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

  　
鎌
倉
武
士
と
い
え
ば
、
そ
の
武
士

像
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
代
表
的
な
も

の
の
一
つ
に
、
「
御
恩
と
奉
公
」
が

あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
「
御
恩
」
と
は
、
鎌
倉
の
政

権
が
、
自
分
の
保
有
す
る
土
地
を
自

分
の
も
の
だ
と
認
め
て
く
れ
た
、
そ

し
て
、
そ
こ
を
耕
し
農
作
物
を
生
み

出
す
農
民
へ
の
支
配
権
を
認
め
て
く

れ
た
、
こ
れ
に
対
す
る
感
謝
の
念
の

こ
と
を
い
い
、
「
奉
公
」
と
は
、
そ

の
鎌
倉
に
、
何
か
あ
る
と
き
は
武
器

を
取
っ
て
す
ぐ
に
か
け
つ
け
る
、
い

ざ
鎌
倉
、
な
る
行
為
の
こ
と
を
い
う
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
鎌
倉
武
士
に
と
っ
て
、
「
御
恩
と

奉
公
」
は
生
き
て
い
く
心
の
支
え
で

あ
り
信
条
で
も
あ
り
、
正
に
生
活
の

規
範
と
な
っ
て
い
た
も
の
、
と
い
え

る
で
し
ょ
う
か
。
 

　
で
も
、
そ
の
「
御
恩
と
奉
公
」
は
、

ど
こ
か
ら
そ
う
い
っ
た
考
え
が
生
ま

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
一
般
に
「
一
所
懸
命
」
の

思
想
が
そ
の
基
に
な
っ
て
い
る
、
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
一
所
懸
命
」
と
は
、
本
来
、
自

分
の
土
地
は
命
を
か
け
て
守
り
、
も

し
、
そ
の
土
地
を
奪
お
う
と
す
る
者

が
い
れ
ば
、
こ
れ
と
命
が
け
で
争
う
、

と
い
う
意
味
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
背
景
に
は
「
土
地
」
が

意
識
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
ま
す
。

そ
の
「
一
所
懸
命
」
の
思
想
が
「
御

恩
と
奉
公
」
の
基
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
・
・
・
。
 

　
そ
う
で
す
。
こ
の
「
御
恩
」
は
、

自
分
の
保
有
す
る
土
地
と
そ
こ
を
耕

す
農
民
は
、
誰
が
何
と
い
お
う
と
自

分
の
も
の
、
と
い
う
当
時
の
武
士
の

長
年
の
念
願
を
、
鎌
倉
の
政
権
は
公

に
認
め
て
く
れ
た
、
そ
し
て
、
そ
の

土
地
に
対
す
る
徴
税
権
も
認
め
て
く

れ
た
、
そ
の
何
物
に
も
代
え
が
た
い

あ
り
が
た
い
保
証
、
そ
れ
に
対
す
る

感
謝
の
念
な
の
で
す
。
 

　
で
、
こ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
奉

公
」
と
は
、
鎌
倉
に
、
一
朝
こ
と
あ

る
と
き
は
、
押
っ
取
り
刀
で
か
け
つ

け
る
絶
対
的
行
為
、
と
い
え
る
性
格

の
も
の
な
の
で
す
。
 

　
こ
の
「
御
恩
と
奉
公
」
の
支
え
る

政
権
は
、
こ
れ
ま
で
に
類
を
み
な
い

強
力
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  　
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
武
士
が
、
自

分
の
保
有
す
る
土
地
と
そ
こ
を
耕
す

農
民
へ
の
支
配
権
を
、
切
実
に
願
っ

て
い
た
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
う
一

つ
の
歴
史
的
事
実
を
挙
げ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
す
。
 

　
そ
れ
は
、
自
分
の
保
有
す
る
土
地

の
名
を
名
字
に
し
て
名
乗
っ
た
と
い

う
事
実
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が

ど
こ
の
誰
だ
か
を
分
か
っ
て
も
ら
う
、

そ
の
手
段
と
し
て
名
乗
っ
た
と
い
う

点
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
 

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
私
は
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
土
地
は
自
分
が
所

有
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
土

地
に
対
す
る
徴
税
権
者
は
自
分
だ
、

そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
、
そ
ん
な

思
い
が
そ
の
事
実
に
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
 

　
新
田
義
貞
も
、本
姓
は
源
氏
で
す
。

し
か
し
、源
義
家（
八
幡
太
郎
義
家
）の

四
男
で
あ
る
源
義
国
の
長
男
の
源
義
重

が
、新
田
荘
を
開
墾
し
そ
こ
を
所
領
と

し
て
、藤
原
忠
雅
に
寄
進
し
荘
官
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、新
田
荘
の
荘
名

を
名
字
に
し
た
の
が
始
ま
り
で
、彼
も
そ

れ
を
名
乗
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

　
土
地
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
強
さ

を
感
じ
ま
す
。
当
時
の
武
士
に
、
土

地
至
上
主
義
と
も
い
え
る
価
値
観
に

走
ら
せ
た
も
の
は
、
い
っ
た
い
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
土
地
所
有
権
者

と
し
て
の
価
値
を
、
ど
こ
に
求
め
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
 

　
も
し
、
土
地
に
対
す
る
徴
税
権
だ

と
し
た
ら
・
・
・
。
 

 
次
号
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
も
少
し

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

Take FiveTake Five

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

（その2） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

一
所
懸
命
 

一
所
懸
命
 

名
字
 

名
字
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きそば　田  毎 
■　場　　所：大田区羽田1－6－6 
■　電　　話：03－3741－0394 
■　営業時間：11：00～15：00　17：00～20：30 
■　定 休 日：日曜日 

　
創
業
九
十
余
年
。
 

　
暖
簾
を
く
ぐ
る
と
店
内
は
広
々
と
し
て
い
て
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
。
大
変
き
れ
い
な
印
象
で
衛
生

面
に
も
気
を
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。
 

　
お
蕎
麦
は
、
香
り
豊
か
で
こ
し
の
し
っ
か
り
と

し
た
昔
な
が
ら
の
二
八
蕎
麦
。
長
年
に
亘
っ
て
愛

さ
れ
続
け
る
そ
の
美
味
し
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
 

　
店
内
の
雰
囲
気
や
そ
の
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
私
が
一
番
好
き
な
理
由
は
、
老
舗
で
あ

り
な
が
ら
、
変
に
格
式
ば
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
、

お
店
全
体
の
「
親
し
み
や
す
さ
」
で
す
。
 

　
お
店
の
方
が
、
「
子
供
の
頃
か
ら
来
て
く
れ
る

お
客
さ
ん
が
、
大
人
に
な
っ
て
、
そ
の
方
の
子
供

さ
ん
と
一
緒
に
来
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
ん
で
す
よ
」

と
本
当
に
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
 

　
一
回
行
く
と
、

ま
た
来
た
い
な
と

思
う
、
そ
ん
な
「
親

し
み
」
の
あ
る
店

で
す
。
 

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
 

〈
藤
田
亮
則
　
記
〉
 

●渡辺病院 

ココ 

←京急蒲田 

羽田空港→ 

大鳥居駅 環状八号線  

産
業
道
路
 

羽田→ ←蒲田 
●
東
横
イ
ン
 

●
東
横
イ
ン
 

●
山
縣
医
院
 萩中公園入口 
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昨
年
の
暮
れ
、
必
要
に
迫
ら
れ
量

販
店
で
安
価
な
デ
ジ
カ
メ
を
購
入
し

た
。
 

　
小
生
、
当
年
七
十
二
歳
を
迎
え
る
。

十
五
歳
の
頃
、
戦
地
に
行
っ
た
叔
父

の
形
見
の
「
ゲ
ル
ト
」
と
か
言
う
カ

メ
ラ
を
手
に
し
て
興
味
を
持
ち
、
父

の
ほ
こ
り
だ
ら
け
の

引
き
伸
ば
し
機
な
ど

を
整
備
し
て
、
子
供

な
が
ら
に
楽
し
ん
で

い
た
。
 

　
年
を
重
ね
る
に
つ

れ
、
他
に
も
興
味
が

増
え
、
四
十
歳
に
し

て
心
境
の
変
化
か
ら

一
台
の
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
を
残
し
て
、

当
時
の
名
機
数
台
と

付
属
品
を
兄
弟
に
贈

っ
た
。
 

　
そ
の
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
が
壊
れ
て
か

ら
以
後
、
軽
量
で
惜

し
げ
の
無
い
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
を
愛

用
し
続
け
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が

登
場
し
て
買
う
決
心
を
す
る
が
、
後

か
ら
後
か
ら
、
新
製
品
が
出
て
き
て

決
心
が
付
か
ぬ
ま
ま
今
日
ま
で
。
 

　
我
が
身
の
回
り
に
も
パ
ソ
コ
ン
時

代
が
押
し
寄
せ
、
仕
事
や
遊
び
で
も

電
送
写
真
を
要
求
さ
れ
る
時
代
と
な

っ
て
、
や
む
な
く
手
に
し
た
デ
ジ
カ

メ
の
性
能
に
驚
か
さ
れ
た
。
構
図
の

選
択
は
も
ち
ろ
ん
、
露
出
や
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
も
自
動
。
そ
し
て
二

枚
の
画
の
好
み
の
方
を
選
べ
、
結
果

も
す
ぐ
に
見
ら
れ
、
言
う
こ
と
な
し

で
あ
る
。
 

　
犬
に
急
か
さ

れ
て
の
毎
夕
の

多
摩
川
堤
の
散

歩
も
、
距
離
が

短
縮
気
味
で
あ

っ
た
が
、
落
ち

る
夕
日
や
そ
の

時
の
雲
、
そ
し

て
時
折
姿
を
現

す
富
士
に
惹
か

れ
て
距
離
が
伸

び
て
し
ま
う
。

私
に
と
っ
て
は

犬
と
共
に
健
康

グ
ッ
ツ
が
一
つ

増
え
た
気
が
す

る
。
 

　
カ
メ
ラ
か
ら
見
た
多
摩
川
に
も
題

材
が
沢
山
あ
る
こ
と
に
も
気
付
き
、

楽
し
み
も
一
つ
増
え
た
。
 

　
我
が
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
は
五

倍
の
ズ
ー
ム
で
あ
る
が
最
近
十
数
倍

ズ
ー
ム
が
出
て
い
る
。
や
は
り
追
い

つ
い
て
行
け
な
い
。
 

〈
K
・
S
〉
 

 

○予定申告 ○中間申告 
○確定申告 ○均等割申告 
○清算確定申告 ○修正申告　　　など 
 
○法人設立・設置届出 ○異動届出 
○中小企業者向け省エネ促進税制による減免申請 
○法人税に係る確定申告書又は連結確定申告書の 
　提出期限の延長の処分等の届出 
○申告書の提出期限の延長の承認申請 
○法人税に係る連結納税の承認等の届出 
○都民税（均等割）免除申請　　（平成23年4月開始） 
 
○本税の納付 ○延滞金の納付 
○加算金の納付 ○見込納付 

○納付申告 ○修正申告 
○免税点以下申告 
○事業所用家屋貸付等申告 
 
○事業所等新設・廃止 
○事業所税減免申請 
○みなし共同事業に関する明細 
 
 
 
 
 
○本税の納付 ○延滞金の納付 
○加算金の納付 

○償却資産申告 

法人事業税・地方法人特別税・法人都民税 事業所税（23区内） 
固定資産税 
（償却資産） 
（23区内） 

〈利用手続についてのお問い合わせ〉 
【　　　　ホームページ】http://www.eltax.jp/ 
【　　　　ヘルプデスク】0570-081459（IP電話・PHSをご利用の場合：03-5765-7234） 
　　　　　　　　　月～金 午前8時30分～午後9時（土・日・祝祭日、年末年始12/29～1/3は除く） 
 
〈申告内容や審査・納税についてのお問い合わせ〉 
【電子申告、電子申請・届出】　所管都税事務所の各税目担当係 
【電子納税】　所管都税事務所の徴収管理係 
 

エルタックス 検索 

－都税についてのお知らせ－ 

　東京都では、現在、法人事業税・地方法人特別税・

法人都民税、23区内の事業所税、23区内の固定資

産税（償却資産）について、eLTAX（地方税ポー

タルシステム）を利用した電子申告等の受付を行っ

ています。あわせて、法人事業税・地方法人特別税・

法人都民税、23区内の事業所税について、eLTAX

を利用した電子納税も行っています。 

電子申告 

電子申請 
・届出 

電子納税 

東京都で現在利用できる手続は下表のとおりです。 



業務用中華　・手作り風中華万頭・ 
餃子・春捲・シュウマイ・ワンタン 
の皮及び春捲 製造販売.卸.

本　　社 東京都大田区西蒲田６丁目29－2 
〒144-0051 T E L  03－3735－1561㈹ 
 F A X  03－3730－0599 
埼玉支社 埼玉県吉川市八子新田972 
瑞穂工場 東京都西多摩郡瑞穂町長岡3－1－34

代表取締役　菅野善男 
株式会社 

法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

会社名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

（社）蒲田法人会事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
） 

　
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
　 

月
刊
法
人
か
ま
た
　
4
月
号（
通
巻
4
2
8
号
）平
成
23
年
4
月
1
日
発
行（
毎
月
1
回
1
日
発
行
） 


